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研究成果概要 
	 本年度はこれまで取得したデータをもとに、様々なデータ解析を行い、論文出版をお

こなってきた。事象数の季節変動に基づき暗黒物質を探索した研究においては、世界最

大の標的質量を用いた 2.7 年間の観測データを出版し、暗黒物質による季節変動の信号
を捉えたと主張する DAMA 実験に対する反証を与えた。また、原子核班跳の際に制動
放射が発生することを利用して、液体キセノンを用いて GeV よりも軽い暗黒物質が生
じる季節変動を探索する世界初の探索結果の公表も行った。 
暗黒物質による原子核反跳の信号を探索した。検出器部材の慎重な選定および事象位

置再構成を用いた外来背景事象の高い除去能により、一相式液体キセノン検出器での最

高感度を達成した。 
暗黒物質が 129Xe の励起を伴う原子核反跳を起こす現象はスピンに依存する相互作用
で生じるため興味深い。以前のデータ解析を発展させ、β線バックグラウンドと発光波

形が異なることを利用して世界最高感度を更新し、探索を行った。 
暗黒光子や Axion like particleが暗黒物質をなす可能性について 2014年に探索を行っ
たが、背景事象の理解をもとにして、より高感度の探索を行いその結果を出版した。 
原子核の稀な壊変である二重電子捕獲を世界最高感度で探索し結果を出版した。最も

厳しい実験的制限を与えた同グループの前回の論文に比べ、感度をさらに 4.5 倍向上さ
せて複数の理論予測を排除し、当該分野の議論を活発化させた。 
発光時定数の精密測定、低バックグラウンド光電子増倍管開発の論文も出版した。 
将来の大規模暗黒物質探索実験へ向けた研究開発をすすめた。一相式液体キセノン

TPC や、石英チェンバーを用いた二祖式液体キセノン TPC 等がその代表例である。今
後論文としてまとめ、将来の検出器の基礎技術として確立したい。 
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